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■除排雪体制の強化を要望除排雪体制の強化を要望■
　昨年12月末からの大雪を受け、建設常任委員会（吉岡良浩委員長）は、
１月23日、五所川原市豪雪対策本部長（平山誠敏市長）に除排雪体制の強
化などを求める要望書を提出し、除排雪現場を視察しました。

市議会だより

五所川原 第４号
平成24年２月
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五
所
川
原
市
議
会
だ
よ
り 

第
４
号

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案（
意
見
書
）２
件
に
つ

い
て
も
審
議
し
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
等
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

を
可
決
し
ま
し
た
。

○ 

平
成
23
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
12
億
１
，６
３
０
万

１
，０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
３
０
億

　

第
７
回
定
例
会
が
、
12
月
８
日
か
ら
12
月
20

日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
等
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
41
件

を
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

５
，２
４
０
万
９
，０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
出
は
、
公
立
金
木
病
院
組
合
へ
の
負

担
金
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
、
生
活
保
護
費
、

児
童
扶
養
手
当
の
増
額
及
び
人
件
費
の
減
額
な

ど
。

○ 

平
成
23
年
度
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
９
，０
７
９
万
１
，０

０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
83
億
５
，８
１
２

万
４
，０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
出
は
、
退
職
被
保
険
者
等
に
係
る
保

険
給
付
費
及
び
特
定
健
康
診
査
委
託
料
の
増
額

な
ど
。

○ 

平
成
23
年
度
五
所
川
原
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
億
２
，０
３
２
万

４
，０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
56
億
９
，３

２
２
万
４
，０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
出
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
な
ど
の

保
険
給
付
費
、
介
護
予
防
事
業
費
の
増
額
な
ど
。

　

第
６
回
臨
時
会
が
、
11
月
30
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

青
森
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
準
じ
、

職
員
の
平
均
給
与
額
を
０
・
２
１
％
引
き

下
げ
る
五
所
川
原
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
加
藤
磐
議
員
が
つ
が
る
西
北
五

広
域
連
合
議
会
議
員
を
辞
職
し
た
こ
と
に

伴
う
選
挙
及
び
五
所
川
原
市
選
挙
管
理
委

員
補
充
員
の
選
挙
も
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

次
の
方
々
を
選
任
し
ま
し
た
。

議案番号 件　　　　　　　　名 委員会 本会議
議決結果

第109号 五所川原市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案番号 件　　　　　　　　名 委 員 会 本会議
付託先 審査結果 議決結果

第110号 平成23年度五所川原市一般会計補正予算（第４号）

予算特別
委員会

原案
可決

原案
可決

第111号 平成23年度五所川原市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）

第112号 平成23年度五所川原市介護保険特別会計補正予算（第２号）

第113号 平成23年度五所川原市水道事業会計補正予算（第１号）

第114号 五所川原市公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の制定について

総務常任
委員会

原案
可決

原案
可決

第115号 五所川原市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

第116号 五所川原市津軽鉄道株式会社に対する固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の制定について

第117号 五所川原市集会所設置条例の一部を改正する条例の制定について

第118号 五所川原市道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例の制定について 建設常任
委員会

原案
可決

原案
可決第119号 五所川原市市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について

第120号 公の施設の指定管理者の指定について（コミュニティセンター栄）

総務常任
委員会

原案
可決

原案
可決

第121号 公の施設の指定管理者の指定について（コミュニティセンター中川）

第122号 公の施設の指定管理者の指定について（コミュニティセンター松島）

第123号 公の施設の指定管理者の指定について（コミュニティ防災センター）

第124号 公の施設の指定管理者の指定について（しきしまコミュニティセンター）

第125号 公の施設の指定管理者の指定について（富士見コミュニティセンター）

第126号 公の施設の指定管理者の指定について（中央コミュニティセンター）

第127号 公の施設の指定管理者の指定について（みなとコミュニティセンター）

第128号 公の施設の指定管理者の指定について（北部コミュニティセンター）

第129号 公の施設の指定管理者の指定について（松島会館）

第130号 公の施設の指定管理者の指定について（長橋地区農産物加工センター）

経済文教
常任

委員会

原案
可決

原案
可決

第131号
公の施設の指定管理者の指定について（五所川原市営実取牧野、五所川原
市営岩井牧野、五所川原市営古館牧野及び五所川原市営第２長根山牧野）

第132号
公の施設の指定管理者の指定について（五所川原市ふれあい牧場研修棟、
五所川原市畜産展示室、五所川原市肉製品加工室及びウインターガーデン）

第133号 公の施設の指定管理者の指定について（五所川原市木材工芸センター）

第134号 公の施設の指定管理者の指定について（五所川原市金木自然休養村管理センター）

第135号
公の施設の指定管理者の指定について（五所川原市市浦歴史民俗資料館、五所川原市
市浦地域活性化センター、十三湖中の島ブリッジパーク及び脇元海辺ふれあいゾーン）

第136号 公の施設の指定管理者の指定について（五所川原市特産品加工センター及び五所川原市総合交流促進センター）

第137号 公の施設の指定管理者の指定について（金木観光物産館）

第138号 公の施設の指定管理者の指定について（金木交流プラザ）

第139号 公の施設の指定管理者の指定について（十三湖マリーナ）

第140号 公の施設の指定管理者の指定について（五所川原市太宰治記念館「斜陽館」及び津軽三味線会館）

第141号 公の施設の指定管理者の指定について（五所川原市ふるさと交流圏民センター）

第142号 公の施設の指定管理者の指定について（し～うらんど海遊館）

民生常任
委員会

原案
可決

原案
可決

第143号 公の施設の指定管理者の指定について（五所川原市地域福祉センター及び五所川原市養護老人ホームくるみ園）

第144号 公の施設の指定管理者の指定について（金木中央老人福祉センター及び五所川原市金木生活支援ハウス）

第145号 公の施設の指定管理者の指定について（五所川原市市浦生活支援ハウス）

第146号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の増加及び青森県市町村総合事務組合規約の変更について 総務常任委員会 原案可決 原案可決

第147号 公立金木病院組合の解散について
民生常任
委員会

原案
可決

原案
可決

第148号 公立金木病院組合の解散に伴う財産処分について

第149号 第三セクター等改革推進債の起債に係る許可の申請について

第150号 人権擁護委員の候補者の推薦について（土岐　千鶴子氏） 同意

発議第5号 環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）交渉への参加に関する意見書 原案
可決発議第6号 社会資本整備を国の責任で実施する東北地方整備局青森河川国道事務所の存続を求める意見書

平
成
23
年
第
�
回

臨
時
会
�
概
要

平
成
23
年
第
�
回

定
例
会
�
概
要

平成23年　第７回定例会　議決結果表

平成23年　第６回臨時会　議決結果表

補
正
予
算

○
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
議
会
議
員

伊
藤　

永
慈　

議
員

○
五
所
川
原
市
選
挙
管
理
委
員
補
充
員（
補
充
順
）

田た

中な
か　

節せ
つ

雄お　

氏

宮み
や

崎ざ
き　

富と
み

雄お　

氏

角か
く

田た　

省し
ょ
う
い
つ逸　

氏

葛か

西さ
い　

茂し
げ

紀き　

氏
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五
所
川
原
市
議
会
だ
よ
り 

第
４
号

で
す
。

○ 

五
所
川
原
市
道
路
占
用
料
等
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

道
路
法
施
行
令
の
改
正
に
準
じ
、
平
成
24
年

４
月
１
日
か
ら
電
柱
等
の
道
路
占
用
料
を
改
め

る
も
の
で
す
。

○ 

五
所
川
原
市
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

五
所
川
原
市
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
く
市
営
住
宅
の
解
体
に
よ
り
、
美
晴
団
地
の

戸
数
を
減
じ
、
雲
雀
野
団
地
を
用
途
廃
止
す
る

も
の
で
す
。

○ 
平
成
23
年
度
五
所
川
原
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
入
の
予
定
額
に
49
万
円
を
追
加
し
、

15
億
３
，１
５
９
万
２
，０
０
０
円
に
、
資
本
的

収
入
の
予
定
額
か
ら
１
億
６
８
０
万
円
を
減
額

し
、
１
億
６
，３
２
０
万
１
，０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

○ 

五
所
川
原
市
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派

遣
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員

の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
し
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

○ 

五
所
川
原
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
制
定
に
伴
い
、
非
常
勤

の
特
別
職
の
名
称
を
「
体
育
指
導
委
員
」
か
ら

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」
に
改
め
る
も
の
で
す
。

○ 

五
所
川
原
市
津
軽
鉄
道
株
式
会
社
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

津
軽
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営
を
支
援
す
る
た

め
、
鉄
道
の
用
に
供
す
る
固
定
資
産
に
係
る
固

定
資
産
税
の
課
税
免
除
を
平
成
26
年
度
ま
で
延

長
す
る
も
の
で
す
。

○ 

五
所
川
原
市
集
会
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

金
木
地
区
の
さ
く
ら
団
地
に
集
会
所
を
設
置

す
る
た
め
、
集
会
所
の
位
置
等
を
定
め
る
も
の

広
域
連
合
に
無
償
で
帰
属
さ
せ
る
も
の
で
す
。

○ 

第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
起
債
に
係

る
許
可
の
申
請
に
つ
い
て

　

公
立
金
木
病
院
組
合
の
解
散
に
伴
い
、
同
組

合
の
一
時
借
入
金
の
償
還
に
要
す
る
経
費
と
し

て
当
市
が
負
担
す
る
必
要
の
あ
る
財
源
を
借
り

入
れ
る
起
債
の
許
可
を
申
請
す
る
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

○
公
立
金
木
病
院
組
合
の
解
散
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
公
立
金
木
病
院
の

病
院
事
務
が
、
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
に
引

き
継
が
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
公
立
金
木
病
院
組
合
を
解
散
す
る
も

の
で
す
。

○ 

公
立
金
木
病
院
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処

分
に
つ
い
て

　

公
立
金
木
病
院
組
合
の
解
散
に
伴
い
、
同
組

合
が
所
有
す
る
土
地
の
５
分
の
３
を
当
市
に
、

５
分
の
２
を
中
泊
町
に
無
償
で
帰
属
さ
せ
、
土

地
以
外
の
財
産
に
つ
い
て
は
、
つ
が
る
西
北
五

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

市
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
も
の
で
す
。（
市
内
39
施
設
。
下
表
に

掲
載
。）

○ 

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
加
及

び
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
、
弘
前
市

を
構
成
団
体
に
加
え
る
ほ
か
、
青
森
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
が
共
同
処
理
す

る
事
務
の
う
ち
、
市
町
村
税
の
滞
納
整

理
に
関
す
る
事
務
に
、
当
市
の
ほ
か
、

弘
前
市
、
黒
石
市
及
び
三
沢
市
を
加
え
、

市
町
村
税
の
徴
収
を
共
同
で
行
う
機
関

を
設
置
す
る
た
め
の
規
約
変
更
で
す
。

指定管理期間　平成24年４月１日～平成27年３月31日

公の施設の名称 指定管理者となる団体の名称
1 コミュニティセンター栄 栄地区住民協議会
2 コミュニティセンター中川 中川地区住民協議会
3 コミュニティセンター松島 松島地区住民協議会
4 コミュニティ防災センター 鎌谷町自主防災会
5 しきしまコミュニティセンター しきしまコミュニティ住民協議会
6 富士見コミュニティセンター 富士見住民協議会
7 中央コミュニティセンター 中央地区住民協議会
8 みなとコミュニティセンター 五所川原南部地区住民協議会
9 北部コミュニティセンター 北部地区住民協議会
10 松島会館 松島会館住民協議会
11 長橋地区農産物加工センター 長橋地区住民協議会
12 五所川原市営実取牧野

社団法人 市浦畜産振興公社13 五所川原市営岩井牧野
14 五所川原市営古館牧野
15 五所川原市営第２長根山牧野
16 五所川原市ふれあい牧場研修棟

共栄集落自治会17 五所川原市畜産展示室
18 五所川原市肉製品加工室
19 ウインターガーデン
20 五所川原市木材工芸センター しうらクラフト愛好会
21 五所川原市金木自然休養村管理センター 有限会社 ギフトセンター研新
22 五所川原市市浦歴史民俗資料館

十三亀山社中23 五所川原市市浦地域活性化センター
24 十三湖中の島ブリッジパーク
25 脇元海辺ふれあいゾーン
26 五所川原市特産品加工センター 株式会社 トーサム
27 五所川原市総合交流促進センター
28 金木観光物産館 協同組合 金木あすなろ商店会
29 金木交流プラザ 南新町町内会
30 十三湖マリーナ 十三湖環境整備株式会社
31 五所川原市太宰治記念館「斜陽館」 特定非営利活動法人 かなぎ元気倶楽部
32 津軽三味線会館
33 五所川原市ふるさと交流圏民センター 特定非営利活動法人 津軽芸術文化発信倶楽部
34 し～うらんど海遊館 株式会社 ウェルネスデベロップメント
指定管理期間　平成24年４月１日～平成29年３月31日

公の施設の名称 指定管理者となる団体の名称
35 五所川原市地域福祉センター

社会福祉法人
　　五所川原市社会福祉協議会

36 五所川原市養護老人ホームくるみ園
37 金木中央老人福祉センター
38 五所川原市金木生活支援ハウス
39 五所川原市市浦生活支援ハウス

人
事
案
件

条　
例

そ 

の 

他

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

○
人
権
擁
護
委
員

土と

岐き　

千ち

鶴ず

子こ　

氏　

新
任

■
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
一
覧
表
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問　
市
長
の
選
挙
公
約
に
掲
げ
た
併
設
型
中
高

一
貫
教
育
の
推
進
と
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

答　
西
北
五
を
代
表
す
る
進
学
校
を
作
り
た
い

と
の
思
い
が
あ
っ
て
、
併
設
型
中
高
一
貫
教
育

の
推
進
を
選
挙
公
約
に
掲
げ
た
。
中
高
一
貫
教

育
に
よ
り
、
期
待
さ
れ
る
成
果
と
し
て
、
学
校

教
育
の
多
様
化
、
生
徒
保
護
者
の
選
択
肢
の
拡

大
等
挙
げ
ら
れ
る
が
、
課
題
と
し
て
、
中
学
受

験
の
激
化
、
広
域
募
集
に
よ
り
中
学
校
区
生
徒

数
に
差
が
生
ず
る
。
生
徒
間
の
学
習
意
欲
の
低

下
と
、
生
徒
間
、
中
学
校
間
の
学
力
差
の
拡
大

等
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
少
子
化
が
進
ん

で
い
る
現
状
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
本
市
教
育

の
充
実
に
資
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
判
断

し
、
中
高
一
貫
教
育
の
推
進
を
断
念
し
た
。

問　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
が
当
市
に
及
ぼ
す
影
響

と
ジ
ェ
ト
ロ
及
び
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
制

定
の
対
応
方
に
つ
い
て
。

答　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
っ
て
、
国
内
経
済
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ
る
部
分
も
あ
る
が
、
農
業
が

基
幹
産
業
で
あ
る
当
市
に
と
っ
て
、
農
家
所
得

の
減
少
の
み
な
ら
ず
、
農
業
崩
壊
。
中
小
企
業

で
は
雇
用
の
減
少
な
ど
危
惧
さ
れ
る
。
そ
の
こ

と
か
ら
、
東
北
市
長
会
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

慎
重
な
対
応
を
求
め
る
要
望
書
を
国
に
提
出
し

た
。
今
後
と
も
市
長
会
を
通
じ
最
善
策
を
講
ず

る
。
ジ
ェ
ト
ロ
に
関
し
て
は
、
農
産
物
の
海
外

販
路
拡
大
に
向
け
た
、
情
報
提
供
や
人
材
、
企

業
の
育
成
に
お
い
て
連
携
強
化
し
て
い
く
。

　

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
に
関
し
て
は
、
条

例
化
や
産
業
振
興
会
議
の
設
置
等
検
討
す
る
。

問　
観
光
客
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
き
れ
い
な

街
で
あ
る
た
め
に
、
環
境
対
策
の
一
環
と
し
て
、

ふ
ん
害
防
止
条
例
を
制
定
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。答　

全
国
各
地
よ
り
当
市
を
訪
れ
る
観
光
客
か

ら
、
き
れ
い
な
街
で
あ
っ
た
な
と
感
想
を
引
き

出
せ
れ
ば
、
観
光
客
の
増
加
に
も
つ
な
が
り
、

今
後
、
さ
ら
な
る
市
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

観
光
資
源
で
あ
る
芦
野
公
園
や
金
木
地
区
中

心
部
、
そ
し
て
十
三
湖
中
の
島
地
区
が
空
き
缶

等
散
乱
防
止
重
点
地
区
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
犬
、
猫
等
の
ふ
ん
害
に
限
ら
ず
、
環

境
美
化
の
高
揚
が
図
ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す

の
で
、
新
し
い
条
例
の
制
定
に
向
け
て
作
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。問　

平
成
24
年
度
か
ら
始
ま
る
第
５
期
介
護
保

険
制
度
改
正
に
伴
う
当
市
の
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
今
回
の
改
正
で
は
、
高
齢
の
方
が
地
域
で

自
立
し
た
生
活
が
営
め
る
よ
う
医
療
、
介
護
、

生
活
支
援
、
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
提
供
さ

れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
、
認
知
症
対
策
の

推
進
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
を
柱
と
し

て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
が
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
当
市
の
保
険
料
に
つ
い
て
で
す

が
、
現
在
第
１
号
被
保
険
者
は
毎
月
５
，４
０

０
円
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
来
年
度
か
ら
は

50
円
か
ら
１
０
０
円
程
度
の
値
上
げ
の
見
込
み

で
す
。
こ
の
値
上
げ
分
は
介
護
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
し
て
介
護
保
険
料
の
上
昇
の
抑
制
を

図
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
状
況
で
す
。

問　
昨
年
度
と
本
年
度
の
建
設
工
事
の
入
札
件

数
、
金
額
、
落
札
率
の
平
均
値
、
入
札
予
定
価

格
と
最
低
制
限
価
格
を
設
定
し
て
行
っ
た
件
数

と
金
額
を
示
せ
。

答　
昨
年
度
は
、
入
札
件
数
１
３
０
件
、
合
計

契
約
金
額
が
16
億
７
１
２
万
円
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
予
定
価
格
を
事
前
公
表
し
た
も
の
は
１
１

４
件
、
落
札
率
は
平
均
94
･
13
％
と
な
っ
て
い

る
。
最
低
制
限
価
格
は
、
入
札
に
付
す
る
も
の

す
べ
て
に
設
定
し
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
11
月
末
時
点
で
、
入
札
件
数
１

０
８
件
、
合
計
契
約
金
額
が
11
億
６
，２
０
８

万
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
予
定
価
格
を
事
前
公

表
し
た
も
の
は
85
件
、
落
札
率
は
平
均
94
･
14

％
と
な
っ
て
い
る
。
最
低
制
限
価
格
は
、
入
札

に
付
す
る
も
の
す
べ
て
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
入
札
予
定
価
格
の
事
前
公
表
は
国
か
ら
取

り
止
め
る
よ
う
通
達
が
出
て
お
り
、
市
契
約
事

務
規
則
に
お
い
て
公
表
し
な
い
こ
と
が
第
一
義

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
や
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。答　

当
市
で
は
２
５
０
万
円
を
超
え
る
工
事
に

つ
い
て
、
入
札
事
務
の
透
明
性
、
公
正
性
の
確

保
と
不
正
行
為
の
防
止
を
目
的
と
し
て
予
定
価

格
を
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
事
前
公
表
し
て
き
て
い

　

12
月
12
日
、
13
日
の
本
会
議
で
は
８
名
の
議

員
が
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
一
般
質
問
順
に
、
主
な
質
問
と

答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
文
章
は
、
質
問
議
員
自
ら
が
作

成
し
て
い
ま
す
。（
※
一
般
質
問
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
本
会
議
の
録
画
中

継
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

政
和
会福士　

寛
美

●
併
設
型
中
高
一
貫
教
育
に
つ
い
て

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

※
ジ
ェ
ト
ロ（
日
本
貿
易
振
興
機
構
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
）…
輸
出
販
路
開
拓
、
海
外
進
出
先
で
の
支
援
、

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
の
提
供
な
ど
、
中
小
企
業
を

中
心
と
す
る
日
本
企
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援

し
て
い
る
組
織
。

民
社
協
会

阿
部　
春
市

●
市
の
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

●
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

政
和
会加藤　

　
磐

●
入
札
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

一

般

質

問
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る
。

　

確
か
に
、
議
員
質
問
の
と
お
り
、
国
の
ほ
う

か
ら
は
予
定
価
格
の
事
前
公
表
を
取
り
や
め
る

よ
う
要
請
も
来
て
い
る
。
市
と
し
て
、
ど
ち
ら

の
ほ
う
が
い
い
の
か
、
こ
れ
か
ら
十
分
検
討
し
、

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　
赤
〜
い
り
ん
ご
の
振
興
対
策
の
取
り
組
み

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
生
産
者
と
加
工
組
織
の
情
報
共
有
体
制
整

備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
並
び
に

加
工
組
織
等
の
賛
同
を
得
て
、
生
産
者
の
生
産

情
報
や
加
工
組
織
等
の
購
入
希
望
数
量
な
ど
の

情
報
を
共
有
す
る
体
制
を
整
備
し
た
。

　

加
工
組
織
等
の
団
体
に
は
、
市
場
や
農
協
等

の
団
体
も
加
わ
り
、
生
産
者
の
販
路
が
大
き
く

広
が
っ
た
こ
と
に
加
え
、
生
産
者
と
加
工
組
織

等
の
間
で
委
託
生
産
に
取
り
組
む
動
き
も
出
始

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
当
該
取
り
組
み

を
継
続
し
、
生
産
者
の
生
産
意
欲
増
進
並
び
に

地
域
の
加
工
業
の
振
興
も
図
り
な
が
ら
赤
〜
い

り
ん
ご
御
所
川
原
の
振
興
対
策
を
進
め
て
い
く
。

問　
文
化
財
を
市
民
に
も
っ
と
周
知
す
る
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
、
五
所
川
原
市
の

す
べ
て
の
文
化
財
の
公
開
を
行
い
、
周
知
さ
せ

る
と
と
も
に
、
観
光
資
源
の
側
面
か
ら
も
、
関

係
課
と
協
議
し
な
が
ら
親
し
み
や
す
く
わ
か
り

や
す
い
文
化
財
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
努
め

る
。

　

ま
た
、
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
の
中
で
、

観
光
ガ
イ
ド
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
観
光

施
設
の
案
内
の
ほ
か
、
地
域
の
食
、
見
所
、
歴

史
等
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
育
成
を
行
っ
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
を
市
内
各
文
化
施
設
に
配
置
で

き
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
検
討
課
題
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
市
の
重
点
施
策

は
何
か
。
ま
た
、
市
債
残
高
と
市
税
収
入
の
推

移
を
示
せ
。

答　
地
域
医
療
の
維
持
確
保
や
子
育
て
支
援
、

消
防
防
災
、
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
構
築
、
行
財
政
改
革
の
推
進
、
以
上
を
重

点
施
策
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　

市
債
残
高
は
普
通
会
計
ベ
ー
ス
で
20
年
度
末

が
４
２
２
億
、
21
年
度
末
が
４
１
７
億
、
22
年

度
末
が
４
２
２
億
、
23
年
度
末
見
込
み
で
４
４

３
億
と
な
っ
て
お
り
、
市
債
残
高
は
建
設
事
業

の
実
施
に
伴
い
26
年
度
末
ま
で
増
嵩
す
る
。

　

市
税
の
収
入
は
20
年
度
で
55
億
、
21
年
度
で

52
億
、
22
年
度
で
51
億
、
23
年
度
見
込
み
で
51

億
、
24
年
度
は
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
よ

る
減
を
約
１
億
７
千
万
と
想
定
し
て
い
る
。

問　
県
内
10
市
の
中
で
当
市
だ
け
が
花
、
木
、

鳥
を
指
定
し
て
い
な
い
が
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

の
か
。
ま
た
、
市
の
貝
も
指
定
し
た
ら
ど
う
か
。

答　
市
町
村
の
花
、
木
、
鳥
等
の
制
定
状
況
は
、

平
成
の
大
合
併
で
誕
生
し
た
17
市
町
中
15
市
町

で
制
定
さ
れ
、
当
市
と
藤
崎
町
が
未
制
定
で
あ

る
。

　

合
併
時
に
策
定
し
た
協
定
項
目
に
お
い
て
、

新
市
発
足
後
に
定
め
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
未

制
定
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

議
員
か
ら
は
、
６
月
定
例
会
に
お
い
て
も
提

言
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
子
供
た
ち
の
郷
土
へ

の
愛
着
心
育
成
の
観
点
か
ら
も
新
市
発
足
10
周

年
と
な
る
平
成
26
年
度
の
制
定
に
向
け
て
庁
内

で
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
市
の

貝
の
指
定
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

問　
現
在
、
金
木
地
区
に
は
川
倉
の
湯
っ
こ
し

か
入
浴
施
設
が
な
く
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

利
用
者
の
安
全
を
考
え
た
時
、
今
後
の
対
策
と

し
て
改
修
で
は
な
く
新
築
は
望
め
な
い
の
か
。

答　
金
木
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
築
後

31
年
が
経
過
し
、
建
物
や
施
設
内
で
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
９
月
に
建
物
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
。

　

結
果
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
構
造
的
な

被
害
も
な
く
、
１
階
部
分
に
２
箇
所
の
構
造
ス

リ
ッ
ト
を
設
け
る
こ
と
で
耐
震
性
能
を
確
保
で

き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
補
強
に
係

る
実
施
設
計
書
を
作
成
し
、
速
や
か
に
補
強
工

事
が
実
施
で
き
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
る
が
、

施
設
の
老
朽
度
、
利
用
者
の
満
足
度
等
を
考
え

る
と
、
改
修
に
よ
る
維
持
管
理
で
は
な
く
、
施

設
の
新
設
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
解
体
後

の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
平
成
20
年
３
月
に
老
朽
化
が
著
し
い
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
た
が
、

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
や
市
民
か
ら
の
要
望
に
こ
た

え
る
た
め
、
学
校
施
設
開
放
事
業
等
を
利
用
し
、

現
在
は
、
金
木
小
学
校
の
体
育
館
及
び
金
木
中

学
校
の
柔
道
場
を
開
放
し
、
代
用
し
て
い
る
。

　

選
挙
公
約
の
一
つ
と
し
て
、
金
木
地
区
市
民

の
健
康
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
建
設
す
る

と
公
表
し
て
お
り
、
金
木
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
か
わ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
、
建
設
規
模
と
建
設
場
所
に
つ

い
て
議
員
御
提
言
も
含
め
検
討
中
で
あ
る
。

至
誠
公
明
会

山
田　
和
宗

●
農
業
行
政
に
つ
い
て

●
文
化
財
に
つ
い
て

政
和
会山口　

孝
夫

●
次
年
度
予
算
の
特
色
と
重
要
案
件
に
つ
い
て

●
市
の
花
、木
、鳥
の
指
定
に
つ
い
て

至
誠
公
明
会

秋
元　
洋
子

● 

金
木
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
川

倉
の
湯
っ
こ
）に
つ
い
て

●
体
育
施
設
に
つ
い
て
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問　
地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
伴
う
条
例
制
定

等
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
第
１
次
一
括
法
が
５
月
２
日
、
第
２
次
一

括
法
が
８
月
30
日
に
公
布
さ
れ
、
条
例
だ
け
で

も
39
項
目
程
度
の
改
正
が
必
要
と
な
る
。

　

例
と
し
て
未
熟
児
の
訪
問
指
導
、
騒
音
に
係

る
規
制
地
域
の
指
定
、
自
動
車
騒
音
の
常
時
監

視
等
が
あ
る
。
事
務
量
の
増
大
は
職
員
の
新
た

な
知
識
取
得
、
各
種
資
機
材
の
確
保
が
伴
う
た

め
、
今
後
、
県
の
事
務
引
き
継
ぎ
と
実
際
の
事

務
実
施
状
況
に
よ
り
、
新
た
な
組
織
、
人
員
体

制
を
検
討
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
生
じ

な
い
よ
う
、
ま
た
拡
大
さ
れ
た
裁
量
権
を
発
揮

し
、
自
主
的
、
自
律
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
権
限
委
譲
に
伴
う
財
源
の
見
通
し
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
権
限
移
譲
に
伴
う
財
源
措
置
に
つ
い
て
、

地
域
主
権
戦
略
大
綱
で
は
、
市
町
村
に
対
し
て

地
方
交
付
税
や
国
庫
補
助
負
担
金
な
ど
に
関
し
、

確
実
な
財
源
措
置
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

　

総
務
大
臣
も
法
案
審
議
過
程
で
都
道
府
県
か

ら
市
町
村
に
権
限
が
移
っ
た
場
合
に
は
、
地
方

交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
の
増
額
措
置
が
な

さ
れ
、
逆
に
都
道
府
県
に
関
し
て
は
事
務
が
な

く
な
る
た
め
、
基
準
財
政
需
要
額
の
減
額
措
置

が
な
さ
れ
る
旨
の
国
会
答
弁
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
段
階
で
は
地
方
交
付
税
で
の
財
源
措

置
は
見
込
め
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
50
〜
１
０
０
円
分

は
基
金
の
取
り
崩
し
で
抑
え
る
べ
き
で
な
い
か
。

ま
た
、
成
年
後
見
制
度
を
普
及
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　
今
年
度
末
の
基
金
は
１
・６
億
円
を
見
込

ん
で
お
り
、
そ
の
う
ち
５
千
万
円
を
取
り
崩
し

保
険
料
抑
制
に
使
う
が
、
値
上
げ
せ
ず
に
現
状

維
持
を
図
っ
た
場
合
、
基
金
が
枯
渇
す
る
よ
う

な
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
市
民
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
範
囲
で
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
等
に
よ
り
判
断

力
が
十
分
で
な
い
高
齢
者
の
財
産
管
理
や
契
約

な
ど
、
家
庭
裁
判
所
が
選
ん
だ
成
年
後
見
人
等

が
保
護
支
援
す
る
仕
組
み
で
、
平
成
24
年
度
か

ら
市
町
村
に
市
民
後
見
人
の
育
成
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
制
度
の
普
及
や
人
材
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　
市
営
住
宅
の
減
免
制
度
は
、
そ
の
基
準
が

不
明
瞭
で
あ
り
、
所
得
な
ど
の
明
確
な
基
準
を

定
め
て
実
施
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
所
得
を
基
準
と
し
た
減
免
金
額
を
決
定
す

る
制
度
の
制
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
施

行
規
則
で
は
、
家
賃
の
徴
収
猶
予
の
承
認
を
受

け
た
者
で
な
い
と
減
免
出
来
な
い
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
今
年
度
に
減
免
を
受
け
た
入
居
者
は

２
名
で
す
。

　

ま
た
同
規
則
で
は
、
当
該
世
帯
の
総
収
入
金

額
が
生
活
保
護
法
に
よ
る
最
低
生
活
費
に
対
す

る
割
合
に
基
づ
い
て
減
額
の
率
を
決
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
現
在
、
他
市
を
参
考

に
改
正
を
検
討
し
て
お
り
、
来
年
度
に
は
制
度

改
正
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

問　
広
域
連
合
へ
移
行
後
の
金
木
病
院
に
お
け

る
不
良
債
務
の
処
理
方
法
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
に
発
生
し

た
不
良
債
務
に
つ
い
て
は
、
当
市
と
中
泊
町
が

６
対
４
の
割
合
で
負
担
し
、
平
成
26
年
度
以
降

に
発
生
し
た
不
良
債
務
に
つ
い
て
は
、
つ
が
る

西
北
五
広
域
連
合
の
構
成
市
町
で
あ
る
２
市
４

町
の
負
担
割
合
に
応
じ
て
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

問　
森
林
情
報
緊
急
整
備
事
業
と
は
ど
う
い
う

事
業
な
の
か
。

答　
青
森
県
が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
及
び
各
種
事
務
手

続
き
資
料
等
の
作
成
を
適
切
か
つ
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
実
施
す
る
事
業
で
あ
る
。

問　
就
労
可
能
な
生
活
保
護
受
給
者
の
人
数
及

び
そ
の
方
々
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
就
労
支
援

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
人
数
は
１
４
０
名
で
あ
り
、
対
象
者
に
は

就
労
指
導
の
ほ
か
、
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

策
定
し
支
援
し
て
い
る
。
来
年
度
は
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
支
援
対
策
等
事
業
を
活
用
し
、
就

労
支
援
員
の
配
置
を
予
定
し
て
い
る
。

平
成
23
年
度
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

問　
退
職
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費
の
増
額
理

由
は
何
か
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
う
市
の
財
政
負

担
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　
退
職
被
保
険
者
等
の
増
加
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
費
用
に
つ
い
て
は
、
退
職
被
保
険
者
等

の
保
険
税
と
、
被
用
者
保
険
の
拠
出
金
を
財
源

と
す
る
療
養
給
付
費
交
付
金
で
賄
っ
て
い
る
た

至
誠
公
明
会

平
山　
秀
直

●
権
限
委
譲
の
見
通
し
に
つ
い
て

●
権
限
委
譲
に
伴
う
財
源
の
見
通
し
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

花
田　
　
進

●
介
護
保
険
料
の
抑
制
に
つ
い
て

●
市
営
住
宅
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

予
算
特
別
委
員
会

　

12
月
15
日
に
予
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
�

補
正
予
算
案
４
件
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
�

　

委
員
会
で
寄
せ
ら
れ
た
質
疑
と
答
弁
を
掲
載

い
た
し
ま
す
�
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め
、
市
の
負
担
は
生
じ
な
い
。

問　
特
定
健
康
診
査
等
事
業
費
の
増
額
理
由
は

何
か
。

答　
未
受
診
者
に
対
し
て
受
診
勧
奨
通
知
を
送

付
し
た
こ
と
に
よ
り
、
受
診
者
が
増
加
す
る
見

込
み
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

平
成
23
年
度
五
所
川
原
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

問　
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
額
理
由
は
何

か
。答　

要
介
護
状
態
区
分
の
重
度
化
や
、
新
規
利

用
者
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問　
一
般
会
計
繰
出
金
の
内
容
は
ど
う
い
う
も

の
か
。

答　
平
成
22
年
度
に
お
い
て
支
出
し
た
、
つ
が

る
西
北
五
広
域
連
合
負
担
金
の
う
ち
、
介
護
認

定
審
査
会
運
営
費
の
負
担
額
が
確
定
し
た
こ
と

に
よ
り
、
当
市
に
返
還
さ
れ
た
金
額
を
一
般
会

計
に
繰
り
出
す
も
の
で
あ
る
。

平
成
23
年
度
五
所
川
原
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

問　
企
業
債
の
減
額
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
そ

の
補
填
財
源
は
何
か
。

答　
県
事
業
と
の
関
連
工
事
に
よ
り
、
予
定
工

事
区
間
が
流
動
的
に
な
り
、
事
業
費
の
確
定
が

困
難
に
な
っ
た
工
事
分
に
つ
い
て
企
業
債
を
減

額
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
補
填
財
源
に
つ
い

て
は
内
部
留
保
資
金
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
現
在
、
５
％
以
上
の
高
い
利
率
の
企
業
債

は
あ
る
の
か
。

答　
現
在
、
５
％
台
の
企
業
債
は
な
い
。

問　
元
町
浄
水
場
の
建
て
替
え
予
定
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
水
道
水
の
水
質
は
ど
う
か
。

答　
多
額
の
経
費
が
か
か
る
た
め
年
度
計
画
を

立
て
て
、
逐
次
修
繕
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、

水
質
は
、
基
準
を
満
た
し
て
お
り
問
題
は
な
い
。

○ 

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

交
渉
へ
の
参
加
に
関
す
る
意
見
書

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
関
税
撤
廃
の
例
外
措
置
を
一
切
認

め
な
い
貿
易
自
由
化
を
め
ざ
し
た
協
定
で
あ
り
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
、
農
業
の
み
な
ら
ず
、
医

療
、
保
険
な
ど
国
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

　

特
に
農
業
が
基
幹
産
業
で
あ
る
当
市
に
お
い

て
は
、
壊
滅
的
被
害
を
受
け
、
再
生
へ
の
道
を

閉
ざ
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
地
域
全
体
の
活

力
が
失
わ
れ
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　

今
、
早
急
に
必
要
な
こ
と
は
、
例
外
な
き
関

税
廃
止
よ
り
も
、
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
や
、

雇
用
の
安
定
確
保
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
地
域
農
業
、
そ
し
て
地
域
経
済
を

守
る
た
め
、
政
府
に
対
し
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参

加
は
断
じ
て
行
わ
な
い
よ
う
意
見
書
を
提
出
す

る
も
の
で
あ
る
。

○ 

社
会
資
本
整
備
を
国
の
責
任
で
実
施
す
る

　

 

東
北
地
方
整
備
局
青
森
河
川
国
道
事
務
所
の

存
続
を
求
め
る
意
見
書

　

政
府
は
、
平
成
22
年
６
月
に
「
地
域
主
権
戦

略
大
綱
」
を
閣
議
決
定
し
、「
国
の
出
先
機
関

を
原
則
廃
止
」
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、

青
森
河
川
国
道
事
務
所
が
行
っ
て
い
る
業
務
は
、

治
水
事
業
、
国
道
事
業
、
雪
寒
作
業
、
災
害
復

旧
な
ど
地
域
と
密
着
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

　

本
県
の
社
会
資
本
整
備
は
十
分
と
は
言
え
ず
、

地
方
整
備
局
は
、
東
日
本
大
震
災
や
台
風
な
ど
、

災
害
時
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
青

森
河
川
国
道
事
務
所
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
今
後

の
事
業
展
開
に
も
支
障
を
来
す
恐
れ
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
①
社
会
資
本
整
備
と
管
理
は
国
で

行
う
こ
と
、
②
青
森
河
川
国
道
事
務
所
を
存
続

す
る
こ
と
、
③
県
内
の
社
会
資
本
整
備
等
に
重

点
的
に
予
算
配
分
を
行
う
こ
と
の
３
点
を
趣
旨

と
し
た
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

市議会を傍聴しませんか　～平成23年は延べ139名の方が傍聴されました～

　どなたでも気軽に市議会を傍聴することができます。
　議場前の受付で、住所、氏名をご記入し、傍聴券の交付を受けてから入場してください。
　定員は38名です。席に限りがありますので、団体の傍聴は事前にご連絡ください。
　なお、議会インターネット中継も実施していますので、市議会ホームページにアクセスして
ご覧ください。

　http://www.city.goshogawara.lg.jp/27_gikai/

議
員
発
議
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五
所
川
原
市
議
会
だ
よ
り 

第
４
号

　

平
成
23
年
11
月
16
日
に
佐
賀
県
唐
津
市
議
会
会
派
５
名
が
、

平
成
24
年
２
月
１
日
に
北
海
道
江
差
町
議
会
総
務
産
業
常
任
委

員
会
６
名
が
行
政
視
察
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
唐
津
市
議
会
は
ヤ
ッ
テ
マ
レ
軽
ト
ラ
市
及
び
立
佞
武

多
に
つ
い
て
、
北
海
道
江
差
町
議
会
は
東
北
新
幹
線
開
業
に
向

け
た
取
り
組
み
や
施
策
等
に
つ
い
て
、
当
市
の
現
状
と
課
題
を

説
明
し
た
の
ち
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
市
議
会
で
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
右
記
の
２
市
議

会
を
含
む
、
15
市
議
会
、
81
名
の
行
政
視
察
を
受
け
入
れ
ま
し

た
。

　

主
な
視
察
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
観
光
政
策
に
つ
い
て（
立
佞
武
多
の
館
を
含
む
） 

５
市
議
会

・
市
民
提
案
型
事
業
に
つ
い
て 

３
市
議
会

・
大
町
二
丁
目
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業 

３
市
議
会

な
ど
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�

　

２
０
１
１
年
は
�
未
曾
有
の
大
惨
事
と
な
�
た

�
東
日
本
大
震
災
�
を
は
じ
め
�
日
本
各
地
で
予

想
を
は
る
か
に
超
え
る
様
々
な
自
然
災
害
が
発
生

し
�
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
�
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
一
年
で
し
た
�

　

世
界
で
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
�
日
本
の
復
興

は
世
界
か
ら
注
目
の
的
と
な
り
�
ま
た
日
本
文
化

の
良
さ
�
道
徳
教
育
へ
の
関
心
さ
が
全
世
界
に
お

い
て
報
道
さ
れ
ま
し
た
�

　

�
現
在
は
過
去
の
結
果
で
あ
り
未
来
も
ま
た
現

在
の
結
果
で
あ
る
�

　

一
般
質
問
等
の
議
会
中
継
は
昨
年
９
月
議
会
か

ら
始
ま
り
�
議
会
傍
聴
者
も
ま
た
増
え
て
き
て
お

り
ま
す
�

　

市
政
運
営
及
び
議
会
等
の
経
費
は
す
べ
て
皆
様

方
市
民
の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
肝
に
銘

じ
�
我
々
委
員
会
�
市
民
の
た
め
に
全
力
を
尽
く

し
な
が
ら
�
命
を
つ
な
ぐ
情
報
通
信
の
発
展
と
�

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
構
築
に
向
け
�

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
�

　

市
民
皆
々
様
の
満
足
の
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ

り
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
�
ご
意
見
ご
要
望
お

待
ち
致
し
ま
す
� 

�
山
口 

孝
夫
�

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長　
　

山
口　

孝
夫

副
委
員
長　
　

山
田　

和
宗

委　
　

員　
　

木
村　

清
一

委　
　

員　
　

平
山　

秀
直

委　
　

員　
　

伊
藤　

永
慈

委　
　

員　
　

花
田　
　

進

委　
　

員　
　

吉
岡　

良
浩

委　
　

員　
　

木
村　

慶
憲

■発行 ／ 五所川原市議会　　　■編集 ／ 市議会だより編集特別委員会
〒037‒8686 五所川原市字岩木町12番地　TEL 0173‒35‒2114　FAX 0173‒35‒2113

ホームページ http://www.city.goshogawara.lg.jp/27_gikai/　　メールアドレス gikai@city.goshogawara.lg.jp

次
回
定
例
会
の
予
定

２月27日㈪ 本会議（開会）
３月５日㈪～６日㈫ 本会議（一般質問）
３月７日㈬ 本会議（総括質疑、予算特別委員会設置、議案付託）
 予算特別委員会（組織会）
 常任委員会（議案審査）
３月８日㈭～12日㈪ 予算特別委員会（平成24年度当初予算及び平成23年度補正予
 算審査）
３月15日㈭ 本会議（閉会）
　※日程が変更になる場合があります。
　　 　次回定例会日程が正式に決定されるのは２月下旬となりますので、市のホームページ等でご
確認ください。

　●お問い合わせ先…議会事務局

※ご意見・ご要望をお聞かせください。いただいたご意見は議会だよりに役立たせていただきます。

〔10日㈯、11日㈰を除く〕

行
政
視
察
来
庁

佐賀県唐津市議会

北海道江差町議会

編

集

後

記


